
ご意見をお待ちしております。 ご意見、ご質問、ご感想などをお寄せください。皆様の声を、積極的に活かして
いきたいと考えております。 E-mail：alps2@lifeplan.or.jp

本書からの無断複写・転載を禁じます。
本誌は再生紙を使用しています。

協会への交通案内

●東京メトロ千代田線・日比谷線／霞ヶ関駅C4番出口より直結
●東京メトロ丸の内線／霞ヶ関駅B2番出口より徒歩3分
●東京メトロ銀座線／虎ノ門駅9番出口より徒歩3分
●都営地下鉄三田線／内幸町駅A7番出口より徒歩3分
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今
年
の
夏
は
凄
ま
じ
く
、
体
温
以
上
の
熱
波
に
驚
か
さ
れ
た
。
し
か
し
立
秋
を
過
ぎ
れ
ば
、
い
つ
し
か
日
が
暮
れ
る
と
秋

の
虫
が
主
役
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
時
代
か
ら
ユ
ー
ミ
ン
の
歌
は
、
大
好
き
だ
っ
た
が
、「
晩
夏
」
と
い
う
曲
が
年
々
好
き
に

な
る
の
は
何
故
な
の
か
。
俳
句
を
少
し
嗜
ん
で
い
る
昨
今
、
特
に
こ
の
季
節
の
変
わ
り
目
の
僅
か
な
違
い
を
探
す
の
が
心
地

良
い
か
ら
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
ア
ル
プ
ス
が
図
書
館
に
並
ぶ
10
月
は
何
を
す
る
に
も
と
て
も
良
い
秋
本
番
。
こ
の
爽
や
か
な
季
節
は
、
駆
け

足
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
。
自
分
な
り
の
オ
ー
タ
ム
ブ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
作
っ
て
、
野
山
や
都
会
に
出
て

ゆ
き
、
自
粛
し
て
い
た
三
年
分
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
腹
八
分
目
で
欲
張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
だ
。
や
り
残
し
た
ら
、
ま
た
来
年
や
れ
ば
い
い
。
翌
年
の
自
分
へ
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
れ
ば
い
い
の
だ
。　
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今
号
と
次
号
の
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
で
は
、
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
在
宅
介
護
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
親
や

家
族
に
も
し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
一
体
ど
ん
な
生
活
に
な
る
の
か
、
全
く
想
像
が
つ
か
な
い
方
も
少
な
く
な
い
と

考
え
、
そ
う
い
う
方
に
少
し
で
も
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
れ
ば
…
と
い
う
思
い
で
企
画
し
ま
し
た
。
１
回
目
の
今
回
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
例
と
し
て
、
１
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
費
用
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
実
際
の
困
り
ご
と

の
具
体
例
を
、
そ
の
解
決
案
と
と
も
に
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｒ
）

人生のヒント
Vol.33

『数えないで生きる』
岸見 一郎 著 
  [扶桑社、2023年7月、1,034円]

　動画やテレビを倍速で見る人が、若い世代を中心に増えて
いるという。その背景には、コスパならぬタイパ、つまり、
かけた時間に対しどれほどの効果や満足感を得られたかを
重視する傾向がある。「時は金なり」のことわざを出すまでも
なく、人生は有限なのだから、時間を大切にしたい気持ちは
よくわかる。しかし、何に対してもタイパを重視するあまり、
大事なことを見失っていやしないのだろうか？　と老婆心
ながら思っていた。そこまでして捻出した時間で、果たして
何を得られているのだろうか？　と疑問にも感じていた。
　本書のまえがきを読みながら深く共感した言葉があった。

「今の社会においては、無駄なことをしないで極力効率的に
生き、決して損をしないために、あらゆることが数えられる」

「無駄なく人生目標を達成するべく生きていても、不意に行手
を遮るようなことが起きるのが人生である。突然、病気で
倒れるようなことがあれば、命が脅かされ、生活の基盤が
揺らぎ、先の人生が見えなくなる」等々。
　本書は哲学者である著者が、様々な哲学者や心理学者の
言葉、自身の体験などもまじえながら、自分にとって本当に
大事なことは何かを問い掛けてくれる。読後にそれが見つ
かっても、見つからなくても、本書を読んだ時間は決して
無駄にはならないだろう。　 （執筆：ライター　更田 沙良）
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